
激
特
事
業

畜産振興

畜
産
公
害
に
対
す
る
対
応
は

町
長
／
畜
産
農
家
と
住
民
の
話
合
い
を

山崎橋は現在地で

町長／地元の意見を尊重する
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内之倉成功議員

肥後紀康議員

肥
後
　
現
在
の
橋
の
位
置
よ

り
も
１
０
０
メ
ー
ト
ル
上
流

に
架
け
替
え
と
の
説
明
で
あ

る
が
、
地
元
で
は
現
在
地
に

架
け
替
え
の
要
望
が
あ
る
。

町
長
　
現
在
地
で
の
橋
の
架

け
替
え
と
な
る
と
、
築
い
た

堤
防
の
上
に
架
け
る
こ
と
に

な
り
、
道
路
周
辺
の
家
屋
の

嵩
上
げ
が
必
要
で
す
。

　
計
画
案
と
比
較
す
る
と
約

６
億
円
多
く
の
費
用
が
か
か

る
と
の
こ
と
で
す
が
、
現
在
、

地
元
に
お
い
て
話
し
合
い
が

な
さ
れ
て
お
り
、
地
元
の
意

見
を
最
大
限
に
尊
重
し
ま
す
。

肥
後
　
二
渡
町
公
民
会
の
内

水
対
策
と
久
富
木
川
改
修
に

伴
う
山
崎
町
、
草
田
の
両
公

民
会
の
築
堤
後
の
内
水
対
策

を
要
望
す
べ
き
で
は
。

町
長
　
築
堤
整
備
に
伴
い
ま

す
内
水
の
排
水
対
策
に
つ
き

ま
し
て
は
、
河
川
へ
の
放
流

口
を
可
能
な
限
り
上
部
に
取

り
付
け
る
こ
と
に
よ
り
、
で

き
る
限
り
の
排
水
を
行
え
る

よ
う
国
及
び
県
と
も
協
議
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

内
之
倉
　
地
元
か
ら
養
豚
場

建
設
の
反
対
決
議
書
が
町
に
、

陳
情
書
が
町
議
会
に
提
出
さ

れ
た
。
公
害
を
防
止
し
、
命

の
水
・
農
業
を
守
る
た
め
、

町
長
の
考
え
は
。

町
長
　
畜
産
農
家
か
ら
５
月

２３
日
・
２４
日
に
公
民
会
で
の

説
明
を
さ
れ
、
施
設
の
視
察

を
行
う
等
理
解
を
得
る
努
力

が
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
元
住

民
に
と
っ
て
水
源
へ
の
影
響
、

汚
水
流
出
等
は
不
安
な
こ
と

で
す
。

　
町
と
し
て
も
畜
産
振
興
は

大
事
な
施
策
で
あ
り
、
今
後
、

住
民
と
の
話
し
合
い
を
行
う

よ
う
指
導
し
て
い
き
ま
す
。

１００メート上流に架け替えの計画が示された山崎橋

豚舎建設予定地（佐志地区）

内
之
倉
　
農
業
振
興
地
域
の

見
直
し
は
い
つ
に
な
る
の
か
。

ま
た
、
主
要
道
路
沿
い
を
農

業
振
興
地
域
か
ら
除
く
考
え

は
な
い
か
伺
う
。

町
長
　
中
山
間
地
域
等
直
接

支
払
制
度
が
平
成
２１
年
度
ま

で
、
農
地
・
水
・
環
境
保
全

向
上
対
策
事
業
が
平
成
２３
年

度
ま
で
で
す
の
で
、
こ
の
期

間
内
に
農
業
振
興
地
域
の
除

外
を
す
る
と
補
助
金
の
返
還

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
本

年
度
か
ら
一
筆
地
調
査
等
を

行
い
、
平
成
２２
年
度
に
計
画

を
策
定
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

農
業
振
興
地
域
の

見
直
し
は

町
長
／
総
合
的
な
町

　
　
づ
く
り
が
基
本

築
堤
後
の
内
水
対

策
を

町
長
／
国
及
び
県
と

　
　
　
も
協
議


